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１ 目的・テーマ                            

岸和田市では、市の最上位計画にあたる「岸和田市まちづくりビジョン」（第４次岸

和田市総合計画）を策定し、岸和田市自治基本条例の理念を具体化するとともに、目指

すまちの姿を明らかにしています。一方で、同ビジョンの計画期間は、平成 23 年度か

ら令和４年度までの 12 年間となっており、市では令和５年度からの次期総合計画の検

討を進めています。 

次期総合計画の検討にあたっては、目指すまちの姿や理想のまち像をイメージしてお

くことが重要です。また、目指すまちの姿や理想のまち像は、市だけではなく、まちづ

くりの主役である市民の皆さんとの協働で考えるべきものです。そこで、まずは市民の

皆さんが自由に語り合い、岸和田の未来を考え、想いを共有する場として、「まちづく

り市民懇話会」（以下、「市民懇話会」といいます。）を開催することといたしました。 

さらに、市民懇話会では、テーマを「私たちの岸和田ビジョン 未来へのメッセージ」

とし、自由に語り合う中で見えてきた岸和田の未来（＝岸和田ビジョン）を今後の次期

総合計画の検討作業に引き継いでいくこととしました。 

 

２ 参加者                               

まちづくり市民懇話会では、公募及び無作為抽出による参加依頼により、市民の皆さ

んから参加者を募集いたしました。参加申込み人数は、以下のとおりです。 

公 募 22人 

無作為抽出による参加 ８人 

合 計 30人 

 

今回は、初めての試みとして、無作為抽出による参加依頼を実施しました。これは、

住民基本台帳から無作為に候補者を抽出して、ご案内文（→P.30参照）を送付し、参加

をお願いするものです。これまで市政に興味をもっていたけれど、積極的に参加する機

会がなかった人など、まちづくりの新たな担い手の発掘に効果的な手法として、多くの

自治体で採用されています。無作為抽出による参加依頼の概要は、以下のとおりです。 

抽出対象者 18～74 歳の市民 

抽出人数（送付人数） 500 人 

参加承諾人数 ８人 

承諾率 1.6％ 

 

なお、参加者の皆さんには、無償（報酬なし）で参加をお願いしました。 
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３ 開催概要                              

 

開催回 日時・場所 参加人数 主な内容 

第１回 

令和元年 10月 20 日（日） 

10:00～12:00 

市立福祉総合センター 

27 人 

ワールドカフェ 

『わたしが大切にしている岸和田

でのエピソード』『岸和田はいいな

と思った瞬間の記憶』ほか 

第２回 

令和元年 11月３日（祝） 

10:00～12:00 

岸和田市役所 

30 人 

ワールドカフェ 

『理想のまち、住みたいまちっ

てどんなまち？』 

第３回 

令和元年 11月 17 日（日） 

10:00～12:00 

市立福祉総合センター 

19 人 

ワールドカフェ 

『「岸和田らしさ」ってどんな

とこ？』 

第４回 

令和元年 12月１日（日） 

10:00～12:00 

市立福祉総合センター 

23 人 

グループワーク 

『めっちゃいいね！企画』を考

えよう 

第５回 

令和元年 12月 15 日（日） 

10:00～12:00 

市立福祉総合センター 

27 人 

グループワーク 

『私たちの岸和田ビジョン』を

考えよう 

※各回には市民の参加者のほか、事務局の市職員等も参加しています。（ただし、上記参加人

数には、市職員等の人数は含んでいません。） 
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４ 第１回の記録（10月 20日）                      

 

（１）プログラム 

第１回のプログラムは、以下のとおりです。 

 

 

第１回では、富士ゼロックス株式会社様のご協力をいただき、プログラムの提案、

シナリオの提供などに加え、実際の開催においても運営のサポートをしていただきま

した。 

その中でも、「瞑想」の時間を取ることをご提案いただきましたが、今までにない初

めての取組みでした。これは、市民懇話会が始まって、いきなり対話を行うよりも、

いったんクールダウンして落ち着くことによって、気持ちを切り替えて臨むことがで

きるというものです。３分間という短い時間でしたが、みんなが静かにしていると、

意外と長く感じられたことでしょう。 

 

（２）ペア対話・他己紹介 

第１回では、瞑想や一人一言発表を行った後、以下のテーマに沿って対話や発表を行

いました。 

 

テーマ 『わたしが大切にしている岸和田でのエピソード』 

    『わたしが今ここ岸和田にいる想い』 
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まずは、自分自身で話す内容を考え、その後ペアになって話し手・聞き手が入れ替わ

り対話をしました。さらに、３つのペアが集まって６人が１グループとなり、自分の話

を紹介するのではなく、ペアの相手から聞いた話を紹介する他己紹介を行いました。こ

れにより、真摯に相手の話に耳を傾ける時間をもうけるとともに、聞いた話を他の参加

者へ伝えることで相手への理解がより一層深まりました。 

 

（３）ワールドカフェ 

続いて、『岸和田はいいなと思った瞬間の記憶』をテーマにワールドカフェ方式で対

話を行いました。 

 

ワールドカフェとは、本物のカフェのようにリラックスした雰囲気の中で、テーマに

集中した対話を行い、席を移動してメンバーの組み合わせを変えながら、５人程度の小

グループで話し合いを続けることにより、あたかも参加者全員が話し合っているような

効果を得ることが期待できる対話方法です。 

 

第１回の市民懇話会においても、まず６人のグループでテーマについて話し合い、時

間の経過後、さらに異なるメンバーで話し合いを行いました。メンバーを入れ替えると

きには、１名がグループにそのまま残り、新たな気づきを発見できるよう前のメンバー

でどのような話があったかを共有しました。また、カフェの雰囲気を演出するため、自

由に飲み物やお菓子を食べながら対話を進めました。 

 

  

 

テーマに基づいて自由に意見交換をしていただき、その結果、各グループから出され

た主な意見（模造紙に記入された意見）は、以下のとおりです。 
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第１回の市民懇話会では、『岸和田はいいなと思った瞬間の記憶』というテーマを中

心に、あらためて岸和田についてみんなで考えることができ、良いウォーミングアップ

の時間になりました。 

次回以降、目指すまちの姿や岸和田の未来をより具体的にイメージしていくため、理

想のまちや住みたいまちについて話し合います。 

 

  

『岸和田はいいなと思った瞬間の記憶』 

 

◆今必要なことを「やろう!!」と思う人がいる 

◆ボランティア活動が活発 ◆自治会がしっかりしている 

◆地縁・コミュニティの結びつきが強い ◆地元意識が強い 

◆まちの一体感がある ◆誰でも親しく話ができる 

◆来る者こばまず！ ◆人情に厚い人が多い ◆災害が少ない 

◆誰もが岸和田を知っている ◆歴史がたくさん ◆岸和田城がある 

◆だんじりの鳴物がきこえる ◆祭を自主運営できるところ 

◆大阪都心部に近い ◆空港に近い ◆東岸和田駅周辺の変わりよう！ 

◆「カーネーション」の舞台 ◆グラウンドがたくさん 

◆子どもが遊べる場所がある ◆子どもが楽しめる行事が多い 

◆農産物が豊富 ◆ほたるがいる ◆神於山がある ◆流木の桜がきれい

◆海と山と池の自然がある ◆障害者施策に力を発揮している 

◆お年寄りが元気 ◆おっちゃん・おばちゃんの活力 
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（４）活動報告書 

 

＜表面＞  
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＜裏面＞  
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５ 第２回の記録（11月３日）                       

 

（１）プログラム 

第２回のプログラムは、以下のとおりです。 

 

 

（２）ワールドカフェ 

第２回の市民懇話会では、『理想のまち、住みたいまちってどんなまち？』をテーマ

に、ワールドカフェ方式で対話を行いました。 

最終的に、目指すまちの姿や岸和田の未来についてイメージしていくため、今回の市

民懇話会では今の岸和田の現状からいったん離れて、理想のまちや住みたいまちを考え

ることにしました。 
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テーマに基づいて自由に意見交換をしていただき、その結果、各グループから出され

た主な意見（模造紙に記入された意見）は、以下のとおりです。 

 

 

 

市民懇話会では、様々な世代や立場の参加者の皆さんに対話をしていただきました。

それにより、第２回の市民懇話会では、上記のように幅広い分野にわたる意見や多角的

な目線からのお話をたくさん共有することができました。 

次回は、今回話し合った理想のまちをより身近に考え、落とし込んでいくため、岸和

田らしさや岸和田の現状について話し合います。 

  

『理想のまち、住みたいまちってどんなまち？』 

 

◆市内で仕事が十分にあるまち ◆働きやすい会社を誘致できるまち 

◆交通機関が発達していて便利なまち ◆山手の交通機関が充実しているまち 

◆コミュニティバスが充実しているまち ◆病院が近くにあるまち 

◆駅周辺の環境がいいまち ◆コミュニケーションが図れる場所があるまち 

◆住民同士の支え合いができるまち ◆高齢者にも障害者にもやさしいまち 

◆祭だけでなく福祉に力を入れているまち ◆子育てがしやすいまち 

◆時間がある人やリタイアした人と子どもを預けたい人のマッチングができるまち 

◆世代間交流による保育支援のしくみがあるまち 

◆若い世代が声をあげるまち ◆高齢者の知恵と力を活かすまち 

◆ジェネレーション（年齢構成）の変化を捉えてまちづくりを進めるまち 

◆外からたくさん人が入ってくるフレッシュなまち 

◆地元の人と新しい人が交流できる場があるまち 

◆観光客でにぎわっているまち ◆安心して暮らせるまち 

◆津波などの災害に強いまち ◆伝統・文化をうまく引き継ぐまち 

◆古いものを大切にできるまち ◆学べる場所があるまち 

◆自然と調和がとれているまち ◆たくさんの自然が残るまち 

◆財政が豊かで健全な市 ◆市民の声が市政に反映されるまち 

◆誰もが笑顔で住みよいまち ◆言いにくいことも言い合えるまち 
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（３）活動報告書 

 

＜表面＞  
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＜裏面＞  
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６ 第３回の記録（11月 17日）                      

 

（１）プログラム 

第３回のプログラムは、以下のとおりです。 

 

 

（２）ワールドカフェ 

第３回の市民懇話会では、『「岸和田らしさ」ってどんなとこ？』をテーマに、ワー

ルドカフェ方式で対話を行いました。 

今回は、岸和田の理想のまち像を考えていくうえで欠かせない岸和田の資源、つま

り「岸和田らしさ」について、「ないものねだり」ではなく「あるもの探し」をすると

いう視点で話し合いました。 
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テーマに基づいて自由に意見交換をしていただき、その結果、各グループから出され

た主な意見（模造紙に記入された意見）は、以下のとおりです。 

 

 

 

第３回では、上記のように参加者の皆さんが普段から感じている「岸和田らしさ」

についてたくさん意見を出していただき、共有を行いました。今まで知らなかったこ

とや、あらためて再発見できたことなど、多くの気づきにつなげることができたと思

います。 

次回は、「大きなテーマではなく、具体的な取組みについて話し合いたい」という感

想を多くいただいたこともあり、岸和田の現状や課題を踏まえ、より身近に「自分た

ちができることは何だろう？」という視点で話し合います。 

  

『「岸和田らしさ」ってどんなとこ？』 

 

◆近所づきあいがいい（お互い様の気持ちがある） ◆顔がみえる関係がある 

◆地域のみんなが協力しあえる ◆地縁が濃い ◆災害時のつながりが強い 

◆「日本は変わっても、岸和田は変わらない」という芯の強さ 

◆泉州でいちばんという思いが強い ◆知名度が高い 

◆血が熱い ◆情が熱い ◆我が強い ◆おせっかいさんが多い 

◆元気のいいおばちゃんが多い ◆世話好きな人が多い ◆おしゃべりが多い 

◆みんなが言いたいことは言える自由がある ◆岸和田に住み続ける人が多い 

◆岸和田民族といわれるアイデンティティがある ◆高齢者にパワーがある 

◆子どもが遊べる公園がある ◆高齢者から子どもまで楽しめるイベントがある 

◆自転車に縁がある（サイクリングロード、競輪場、ＢＭＸ） 

◆病院などの医療体制が整っている ◆高齢者にやさしい 

◆おいしいものが多い ◆おいしい野菜がある ◆ほっとできる緑が多い 

◆山があって海があって自然が豊か ◆歴史がある 

◆動（だんじり祭）と静（お城）がある ◆城下町だという意識・誇りがある 

 

◆排他性が強い ◆保守的で新しい人が入ってこれない 

◆貴重な人材が流出している ◆子育て支援・環境が良くない 

◆ベッドタウンになっている ◆悪いイメージが定着している 

◆子どもの学力に課題がある ◆地域差が激しい 
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（３）活動報告書 

 

＜表面＞  
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＜裏面＞  
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７ 第４回の記録（12月１日）                       

 

（１）プログラム 

第４回のプログラムは、以下のとおりです。 

 

 

（２）グループワーク 

第４回の市民懇話会では、これまでのワールドカフェ方式ではなく、グループワー

クによる議論を実施しました。 

これまで話し合ってきた岸和田らしさや現状、課題などをもとに、市民の目線で実

現したい取組み（めっちゃいいね！企画）について具体的に検討しました。具体的な

取組みを企画し、考えることで参加者の皆さんのイメージが湧きやすく、活発な議論

を行うことができました。 
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岸和田の現状や課題を踏まえた取組みの設定、それを実現するために市民・事業

者・行政・各種団体など様々なまちづくりの担い手になにができるか等について各グ

ループで話し合いました。グループごとに取りまとめた内容（模造紙に記入された内

容）は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

＜Ａグループ＞ 
 
岸和田らしさや課題 ・イメージが実際より悪い ・車が多く危ない 

・人が集まらなくなってきた 
 

↓ 
取組み名：岸和田イメージアップ作戦 

 
市民の役割 ・岸和田の新しい映画を作る ・自動車から自転車へ 

・子ども向けイベント、子ども食堂 
 
行政の役割 ・コミッションづくり 

・ロケ地、ボランティア、エキストラの調整 ・自転車道の整備 
 
その他(事業者など)の役割 ・空き店舗の活用 
 

↓ 

実現したまちの姿：安心でやさしいまち 

＜Ｂグループ＞ 
 
岸和田らしさや課題 ・ポテンシャルのある人や団体がある 

・健康寿命が短い ・子どもの学力が低い 
 

↓ 
取組み名：元気もりもりプロジェクト!! 

 
市民の役割 ・自分自身が元気でいる（健康管理に気をつかう） 

・きちんと学ぶ 
・積極的に外に出る（地域デビュー、ひきこもらない） 
・あいさつ→つながりをつくる ・町会や自治会に加入 

 
行政の役割 ・公民館貸出し（場の提供） ・町会や自治会への加入促進 
 
その他(事業者など)の役割 ・マッチング、コーディネート機能 

 
↓ 

実現したまちの姿：みんなが元気なまち 



- 18 - 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｃグループ＞ 
 
岸和田らしさや課題 ・個性ある歴史 ・自然豊か（山から海まで） 

・高齢者にパワーがある 
・高齢化率の増加→健康寿命を延ばす 
・子どもの学力低下問題→学習意欲を高める 

 
↓ 

取組み名：岸和田検定（みんな知っとるけぇ） 
 
市民の役割 ・スタッフに高齢者を活用 ・高齢者と子どもの絆を育成 

・問題作成のための歴史勉強会開催（市民主導） 
・市民一人ひとりが岸和田ＰＲ大使に（郷土愛育成） 

 
行政の役割 ・仕組みづくりやＰＲの支援（後方支援） 
 
その他(事業者など)の役割 ・協賛金や場所の確保 
 

↓ 

実現したまちの姿：岸和田ワンチームのまち 

＜Ｄグループ＞ 
 
岸和田らしさや課題 ・空き家対策 
 

↓ 
取組み名：官と民のマッチング 

 
市民の役割 ・市民から空き家を提供 ・市民から空き家や不動産を寄附 

・一人住まいの人に声掛け 
 
行政の役割 ・支援・ＰＲを具体的にする（不動産会社と協力） 
 
その他(事業者など)の役割 ・空き家を改修して市に提供 
 

↓ 

実現したまちの姿：高齢者及び若年層が活き活きしたまち 
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第４回では、「岸和田らしさ」をもとに具体的な取組みとして、自分たちにできるこ

となどを考えました。参加者からは、「具体的に考えることで、自分達のできることを

考えることができ、みんないきいきとしていた。」、「将来について具体的に企画をする

ことで、まちづくり計画に携わっている感じがした。」など前向きな感想をいただきま

した。 

また、今回はグループワークに取り組んだので、各グループに全員の前で発表をして

いただきました。参加者の感想としては、「同じ世代でも考えが 180°違うことがある

と感じた。」や「自分では思いつかないような良いアイデアを持っている。」というよう

なあらためて実感したこと、「若い世代の人が参加して、日頃とは違った感覚で話を聞

けるのは楽しい。」や「参加している皆さんと話をしていくにつれて、少し具体的に岸

和田の未来を考えられるようになりました。」など刺激を受けたという意見がありまし

た。 

そして次回、いよいよ最終回では、これまで自由に語り合う中で見えてきた岸和田の

未来（＝岸和田ビジョン）について話し合います。 

  

＜Ｅグループ＞ 
 
岸和田らしさや課題 ・だんじりの結束、各地域のコミュニティがしっかり 

・広義での孤独（核家族、独居高齢者、精神的な孤立） 
・子育て中でも、定年後でも、障害があっても活躍できる 

 
↓ 

取組み名：だんぢりを通じて助け合い 誰もが活躍できる街 
 
市民の役割 ・だんぢり祭の健全化（お金の使途明確化） 

・誰もが参加できる祭へ ・空き家を活用して内職 
・どんな課題があるか知り、共有する 
・保守的な考え（よそ者排除）を個人レベルで改善 
・町会の加入率を上げる 

 
行政の役割 ・中高生が祭の健全化のため話し合える場を提供 

・公民館の有効活用、助け合い掲示板の設置 
・誰もが集える場所（リビング）の活用 

 
↓ 

実現したまちの姿：ひとりぼっちゼロのまち 
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（３）活動報告書 

 

＜表面＞  
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＜裏面＞  
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８ 第５回の記録（12月 15日）                       

 

（１）プログラム 

第５回のプログラムは、以下のとおりです。 

 

 

（２）グループワーク 

最終回、第５回の市民懇話会では、グループワークによる議論を実施しました。 

前回のグループワークにおいて、岸和田らしさや課題をもとに、実現したい取組み

（めっちゃいいね！企画）について検討しました。また、その中で市民や行政などの

役割（できること）を考えたほか、その「取組みが実現したまちの姿」についても一

言で表しました。 

今回は、上記の各グループが表現した「取組みが実現したまちの姿」をもとに、理

想のまちの姿、つまり、「私たちの岸和田ビジョン」についてさらに話し合いました。 
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以下のとおり、各グループから出された「取組みが実現したまちの姿」をもとに、

事務局で一つの「私たちの岸和田ビジョン（案）」を考え、議論のたたき台としていた

だきました。 

 

各グループの取組みが実現したまちの姿 

・『安心でやさしいまち』 

・『みんなが元気なまち』 

・『岸和田ワンチームのまち』 

・『高齢者及び若年層が活き活きしたまち』 

・『ひとりぼっちゼロのまち』 

 

        ↓ まとめると… 

 

私たちの岸和田ビジョン（事務局案） 

“人”が輝き やさしさあふれるホっとな“まち” 

個性きらめく 魅力創造都市きしわだ 

 

この「私たちの岸和田ビジョン（案）」をベースとして、修正や加筆をすることで、

グループのベストな「私たちの岸和田ビジョン」について話し合いました。話し合い

の結果は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ａグループ＞ 

人づくり、町づくりにあふれる ホットな“まち” 

個性きらめく 魅力創造都市きしわだ 

＜Ｂグループ＞ 

生命
い の ち

輝くホっとなまち 

＜Ｃグループ＞ 

個性つながる ホっとな“まち” 

みんなで創るまち きしわだ 



- 24 - 

 

 

 

 

 

時間が限られた中で話し合いましたが、すべてのグループでしっかりと議論を交わし、

「私たちの岸和田ビジョン」を考えることができました。また、前回同様、模造紙にま

とめた内容について、全員の前で発表を行いました。 

当初の進行案では、各グループから出された「私たちの岸和田ビジョン」をさらに一

つにまとめることを想定していました。しかし、参加者の皆さんのまちづくりに対する

気持ちが詰まったものをこれ以上集約してしまうことは、逆に伝わりにくさに変わって

しまうことや、集約すること自体にあまり意味がないという判断により、５つすべてを

最終の「私たちの岸和田ビジョン」として引き継いでいくこととしました。 

今後の「私たちの岸和田ビジョン」の活かし方については、27ページをご参照くださ

い。 

 

（３）最後の一人一言 

全５回にわたって開催した市民懇話会の締めくくりとして、全員が円となって着席し、

一人一言ずつ今の感想や気持ちを発表しました。参加者の皆さんからは、これからの決

意、新たに気づかされたこと、初めてこのような会議に参加してみた感想、進め方につ

いてのご意見など、率直に感じることを話していただきました。 

 

  

  

＜Ｄグループ＞ 

やさしさあふれ 人や個性が輝き 

みんなが住みたくなる“まち”岸和田 

＜Ｅグループ＞ 

人が輝き やさしさあふれるホっとな町 

個性がきらめき 愛があふれるきしわだ 
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（４）活動報告書 

 

＜表面＞  
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＜裏面＞  
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９ 今後の「市民懇話会における議論」の活かし方              

 

全５回の市民懇話会では、各回を通じて多くの参加者の皆さんにお集まりいただき、

各回の議論テーマに沿って、「私たちの岸和田ビジョン」をはじめたくさんのご意見を

いただきました。 

 

 

  

  

 

＜私たちの岸和田ビジョン＞ 

 

市では、令和５年度からの次期総合計画の検討をすでに進めており、来年度以降、地

区別（圏域別）で開催するワークショップや、さらにそのワークショップで出された意

見を集約するための市民会議を開催していく予定です。 

 

これらの検討プロセスにおいて、理想のまちの姿や岸和田の未来や、それに向かって

計画をどう作っていくかを具体的に検討していくことはもちろんですが、限られた時間

の中でより充実したものにするためには、多くの人が携わって生み出された“議論の種”

が必要となります。 

 

そこで、今回開催した市民懇話会において得られた“種”、つまり、「私たちの岸和田

ビジョン」やそれに至る過程の「理想のまち、住みたいまちの姿」、「岸和田らしさ」、

「岸和田の課題」などを今後もしっかりと引き継いでいき、さらに多くの人の想いを込

めながら、みんなで丁寧に育て、芽を出し、花を咲かせていきたいと考えています。 

  

人づくり、町づくりにあふれる ホットな“まち” 

個性きらめく 魅力創造都市きしわだ 

生命
い の ち

輝くホっとなまち 

個性つながる ホっとな“まち” 

みんなで創るまち きしわだ 

やさしさあふれ 人や個性が輝き 

みんなが住みたくなる“まち”岸和田 

人が輝き やさしさあふれるホっとな町 

個性がきらめき 愛があふれるきしわだ 
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10 参考資料                               

 

（１）参加者募集リーフレット 

 

＜公募用・表面＞  
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＜公募用・裏面＞  
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（２）参加者募集ご案内文（無作為抽出による参加依頼） 
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（３）気づきシート 

 

 

＜一例（第１回）＞ 

  



- 32 - 

 

（４）アンケート用紙 

 

 

＜一例（第１回）＞ 
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